
階
技
術
の
う
ち
、
T
S
出
来
一

形
(
舗
装
)
が
日
回
か
ら
叩

回
に
、
そ
の
他
が
口
回
か
ら

一
回
回
に
増
え
て
い
る
。

一
す
べ
て
の
技
術
の
導
入
国

一
的
に
「
総
合
評
価
で
の
加
点
」

一
「
工
事
実
績
で
の
加
点
」
が

国
土
交
通
省
が
ま
と
め
た
一
プ
ロ
セ
ス
ご
と
で
は
準
備
作
一
か
ら
口
回
に
、
ト
ー
タ
ル
ス
一
導
入
目
的
に
挙
が
っ
て
お

日
年
度
の
情
報
化
施
工
技
術
一
業
で
「
非
効
率
化
し
て
い
る
」
一
テ
!
シ
ョ
ン
(
T
S
)
出
来
一
り
、
施
工
者
に
対
し
て
イ
ン

の
活
用
工
事
件
数
は
、
前
年
一
と
の
意
見
も
目
立
っ
た
。
初
一
形
が
2
2
5
回
か
ら
3
7
2
一
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
こ
と

度
か
ら
1
@
6
倍
増
の
6
5
一
め
て
技
術
を
活
用
す
る
施
エ
一
回
に
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
た

0

・
一
が
普
及
推
進
策
と
し
て
有
効

8
件
だ
っ
た
。
工
種
の
内
訳
一
者
も
多
く
不
慣
れ
が
影
響
し
一
実
用
化
検
討
技
術
に
つ
い
一
と
分
析
し
て
い
る
。

で
は
土
工
(
河
川
、
道
路
)
一
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
人
一
て
は
M
C
@
マ
シ
ン
ガ
イ
ダ
一
施
工
品
質
(
精
度
@
均
一

が
4
0
2
件
と
引
き
続
き
大
一
材
育
成
に
一
段
と
注
力
す
る
一
ン
ス
(
M
G
、
ブ
ル
ド
l
ザ
一
化
)
に
つ
い
て
、
施
工
者
と

半
を
出
め
、
舗
装
工
が
1
0
一
方
針
だ
。
一

1
)
が
初
回
か
ら
初
回
に
、
一
監
督
@
検
査
職
員
と
も
に
大

γ
件
、
そ
の
他
(
砂
防
@
海
一
同
技
術
の
総
活
用
回
数
6
一
M
G
(
パ
ッ
ク
ホ
ウ
)
が
加
一
半
が
「
向
上
し
た
」
と
回
答
。

岸
土
工
、
維
持
修
繕
@
造
成
一

8
9
凹
の
う
ち
、
一
般
化
推
一
回
か
ら

ω聞
に
増
え
た
が
、
一
工
事
成
績
評
定
で
も
「
出
来

な
ど
)
が
印
件
。
作
業
全
体
一
進
技
術
で
は
マ
シ
ン
コ
ン
ト
一
T
S
@
G
N
S
S
締
め
闘
め
一
形
@
出
来
栄
え
」
(
品
質
合

で
「
効
率
化
し
た
」
と
の
回
一
ロ
ー
ル
(
M
C
、
モ
ー
タ
グ
一
は
卯
回
と
前
年
、
前
々
年
度
一
む
)
で
高
く
評
価
さ
れ
る
技

答
が
多
か
っ
た
一
方
、
作
業
一
レ
l
ダ
)
が
前
年
度
の
日
回
一
と
同
水
準
で
推
移
。
確
認
段
一
術
が
多
か
っ
た
。

総
合

舗
加
点
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